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環境と調和した持続可能な農業システムを創る

宇都宮大学・農学部・農業環境工学科

〒321-8505 栃木県宇都宮市峰町 350

（最寄り駅：JR東日本 宇都宮線・東北新幹線 宇都宮駅，

東武鉄道 宇都宮線 宇都宮駅)

E-mail：env@cc.utsunomiya-u.ac.jp

私たちの農業環境工学科では，農村環境の創出・管理・

評価，持続可能な食料生産の確保，再生可能エネルギーや

バイオマス資源の利用に関する学識を身に着け，社会の幅

広い分野で活躍でき，行動的知性を兼ね備えた技術者を育

成することを目指しています。2年次後期より，地域資源

・地域環境の適切な利用と管理，田園空間の総合的なデザ

インについて学ぶ「水土環境工学コース」，圃場機械や栽培

・流通施設，廃棄物・バイオマス管理などの機構とその設

計・制御について学ぶ「食料生産システム工学コース」に

分属します。 水土環境工学コースでは，パラオでの土壌

保全，インドネシアでの熱帯湿地林の保全，ケニアでの生

産・生活環境の改善，沖縄県での農地・水環境保全，宮城

県での農村整備・田園風景の保全，そして地元栃木県での

里山再生と地域づくり，農業を支える土・水・生活基盤に

関するさまざまな研究に取り組んでいます。私たちは，小

粒ですが入口より出口でキラリと光る学科でありたいと考

えています。

資格取得：修習技術士（技術士補），測量士補，教員免許

（農業）

就職先：農林水産省，栃木県，茨城県，千葉県，埼玉県，

神奈川県，静岡県，日本工営，八千代エンジニアリング，

井関農機，クボタ，JR東日本など

地球環境を考え地域をデザインする

東京大学大学院農学生命科学研究科生物・環境工学専攻

〒113-8657 東京都文京区弥生1-1-1

東京大学農学部7号館A棟

（最寄り駅：地下鉄南北線 東大前駅)

E-mail：info@mail.en.a.u-tokyo.ac.jp

生物・環境工学専攻（学部では生物・環境工学専修）で

は，環境と人類の調和を念頭に7つの研究室で構成する3

つの基幹講座（生物環境情報工学，地域環境工学，生物シ

ステム工学）が中心になって研究教育を進めています。前

の2つの講座では，土や水，生態系を対象にミクロな粘土

粒子からマクロな景観，地域サイズまで様々なスケールを

対象にモニタリングや実験，モデリングを通じて，実態把

握やメカニズムの解明，課題解決の研究を進めています。

最近では，放射性物質で汚染された地域の復興も重要な

テーマにしています。3つ目の講座では，バイオマスエネ

ルギーや植物工場，農業用ロボットや非破壊センシング等

技術の開発と応用をテーマにしています。

これらの基幹講座の他に農研機構の農環研が関わるエコ

ロジカルセーフティ学連携講座，研究科内他施設が関わる

生態調和工学協力講座，放射線環境工学協力講座の教員も

一緒に研究・教育を進めています。

資格取得コースは特になし

就職先：学部卒業後は，大学院進学に次いで民間企業，農

林水産省への就職が多い。大学院修士課程修了後は，民

間，官公庁（農林水産省，経済産業省）への就職の他，博

士課程の進学者もいる。具体的な企業名については，専攻

のホームページを参照ください。

生物・環境工学専攻ホームページ：

http://www.en.a.u-tokyo.ac.jp/

（専攻ホームページから転載)


